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紙面で使用するマーク等の説明

■…日付・期間　
■…時間
■…休館日　
■…場所　
■…集合
■…内容　
■…対象・参加資格等

■…定員　
■…料金・費用　
■…持ち物　
■…申込み・申請方法
■…問合せ
[消印]…消印有効　
[先着]…先着順

◇㊗マークには、振替休日等も含みます。
◇料金や申込み方法の記載のないものは、不要です。
◇市役所の開庁時間（申込み・問合せ等の受付を含
む。）は、㊗を除く㊊～㊎の 8時 30 分～ 17 時 15 分
です。毎週㊍は、市民課・保険課・税務課の一部窓
口を 19 時まで延長しています。

今月の表紙写真

広報田辺　平成 30年 9月号・目次

08 トップニュース
行政改革に取り組んでいます／第 31 回龍神
温泉木の郷マラソン大会を開催します　ほか

26 みんなの彩時記
商店街がにぎわう！ヤーヤーまつり♪／自然
を通して楽しんだ大塔地球元気村　ほか

14 情報ボックス
脳わくわくクッキングを開催します／集団検
診を受けて健康づくりに活かそう！　ほか

　今月の表紙は、新庄中
学校で作成した非常持出
袋に非常食等を詰めてい
る様子を撮影しました。
いざというときの備えは
大切ですね。

02 目次・特集「豪雨災害～備え、行動する～」

22 みんなの広場

20 相談日程等

　

大
雨
が
引
き
起
こ
す
、
河
川
の

氾
濫
や
土
砂
災
害
等
に
よ
る
甚
大

な
被
害
。

　

今
回
は
、
そ
の
大
雨
に
よ
る
災

害
や
、
災
害
に
対
す
る
備
え
、
地

域
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
見
て
い

き
ま
す
。

　

発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
か

ら
身
を
守
る
た
め
に
、
改
め
て
防

災
・
減
災
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。　

☆
防
災
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
防

災
係

　

０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
７
６

豪
雨
災
害

～
備
え
、
行
動
す
る
～

特
集

大雨によって

土
砂
災
害

　

土
砂
災
害
に
は
次
の
種
類
が
あ
り
、
山
間

部
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
特
に
警
戒
が
必
要

で
す
。

◇
土
石
流　

渓
流
の
川
床
に
、
崩
落
又
は
堆

積
し
た
土
砂
や
岩
石
に
よ
っ
て
せ
き
止
め
ら

れ
て
水
か
さ
を
増
し
た
川
の
水
が
、
そ
れ
ら

の
堆
積
物
を
一
気
に
押
し
流
す
現
象
で
す
。

大
き
な
破
壊
力
を
持
ち
、
集
落
や
道
路
な
ど

に
壊
滅
的
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

前
兆
と
し
て
、
大
雨
の
後
な
ど
に
「
川
の

水
が
急
に
減
り
始
め
る
」「
川
の
水
が
急
に

濁
っ
た
り
流
木
が
混
ざ
っ
た
り
す
る
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

◇
崖
崩
れ　

地
中
に
し
み
込
ん
だ
水
分
が
土

地
の
抵
抗
力
を
弱
め
、
雨
や
地
震
の
影
響
に

よ
っ
て
急
激
に
斜
面
が
崩
れ
落
ち
る
現
象
で

洪
水
害

　

大
雨
な
ど
を
原
因
と
し
て
、
河
川
の
流
量

が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
堤
防
の
浸
食
や

決
壊
、
橋
の
流
出
等
が
起
こ
る
現
象
で
す
。

一
般
的
に
は
、
堤
防
の
決
壊
や
河
川
の
水
が

堤
防
を
越
え
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
起
こ
る

氾
濫
を
洪
水
と
言
い
ま
す
。

す
。
突
然
起
き
る
た
め
、
逃
げ
遅
れ
る
場
合

も
多
く
な
り
、
死
者
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

前
兆
と
し
て
、
大
雨
が
降
り
続
く
時
な
ど

に
「
崖
か
ら
小
石
が
バ
ラ
バ
ラ
落
ち
る
」「
崖

に
裂
け
目
が
で
き
る
」「
崖
か
ら
水
が
湧
き

出
る
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◇
地
滑
り　

山
地
の
緩
斜
面
を
構
成
し
て
い

る
土
砂
や
岩
石
が
、
ズ
ル
ズ
ル
と
下
に
向

か
っ
て
動
き
出
す
現
象
で
す
。
降
雨
・
融
雪

に
よ
る
地
下
水
の
急
激
な
増
加
が
原
因
と
な

る
こ
と
が
多
く
、
一
度
に
広
範
囲
で
大
き
な

被
害
を
出
し
ま
す
。

　

前
兆
と
し
て
、
大
雨
の
後
な
ど
に
「
斜
面

か
ら
急
に
水
が
湧
き
出
す
」「
斜
面
や
地
面

に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

浸
水
害

　

大
雨
等
に
よ
る
地
表
水
の
増
加
に
排
水
が

追
い
つ
か
ず
、
用
水
路
・
下
水
溝
な
ど
が
あ

ふ
れ
て
氾
濫
し
た
り
、
河
川
の
水
位
の
上
昇

や
高
潮
に
よ
っ
て
排
水
が
阻
ま
れ
た
り
し

て
、住
宅
や
田
畑
が
水
に
つ
か
る
現
象
で
す
。

内
水
氾
濫
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
ほ
か
、
道
路

や
田
畑
が
水
に
つ
か
る
こ
と
を
冠
水
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

起こる災害とは
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二つの記録的な　 　　豪雨

　

平
成
23
年
9
月
に
起
き
た
台
風
第
12
号
災

害
か
ら
7
年
が
経
ち
ま
し
た
。
想
像
を
は
る

か
に
超
え
る
被
害
か
ら
、
皆
さ
ん
も
災
害
の

恐
ろ
し
さ
を
感
じ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
平
成
30
年
台
風
第
7
号
及
び

梅
雨
前
線
等
に
よ
り
西
日
本
を
中
心
に
広
い

範
囲
で
豪
雨
と
な
り
、
洪
水
や
土
砂
災
害
な

ど
の
影
響
で
人
的
被
害
・
住
宅
被
害
が
各
地

で
発
生
し
ま
し
た
。

　

大
雨
に
よ
る
被
害
の
大
き
か
っ
た
こ
の
二

つ
を
改
め
て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

平
成
23
年
台
風
第
12
号

平
成
30
年
7
月
豪
雨

　

平
成
23
年
台
風
第
12
号
は
、
本
市
に
接
近

し
た
時
点
で
中
心
気
圧
９
６
５
h
P
a
、
最

大
風
速
35
ｍ
の
大
型
で
、
ほ
と
ん
ど
停
滞
し

た
ま
ま
、市
内
に
豪
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
の
豪
雨
は
、
河
川
氾
濫
に
よ
る
水
害
や

山
腹
の
深
層
崩
壊
を
は
じ
め
と
す
る
土
砂
災

害
等
の
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
市
民
９

名
の
方
の
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　

田
辺
地
域
の
伏
菟
野
地
区
・
大
塔
地
域
の
熊

野
地
区
を
は
じ
め
、本
宮
町
三
越（
奥
番
）地
区
・

中
辺
路
町
栗
栖
川
（
滝
尻
）
地
区
・
龍
神
村
三

ツ
又
地
区
等
で
は
、大
規
模
な
崩
落
が
発
生
し
、

熊
野
地
区
で
は
、
土
砂
が
川
の
流
れ
を
せ
き
止

め
る
「
土
砂
ダ
ム
」
が
決
壊
す
る
お
そ
れ
が

あ
っ
た
た
め
、
警
戒
区
域
を
設
定
し
、
12
月
3

日
ま
で
同
区
域
内
へ
の
立
入
り
を
制
限
し
ま
し

た
。
ま
た
、
国
道
３
１
１
号
線
が
寸
断
さ
れ
る

な
ど
、
市
内
の
国
道
・
県
道
・
市
道
約
１
０
０

　

6
月
28
日
か
ら
7
月
8
日
に
か
け
て
、
西

日
本
を
中
心
に
全
国
的
に
広
い
範
囲
で
集
中

豪
雨
が
記
録
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
海
を
通
っ

て
北
日
本
に
停
滞
し
て
い
た
前
線
は
7
月
4

日
に
か
け
北
海
道
付
近
に
北
上
し
た
後
、
7

月
5
日
に
は
西
日
本
ま
で
南
下
し
て
そ
の
後

停
滞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
6
月
29
日
に
日
本

の
南
で
発
生
し
た
台
風
第
7
号
は
東
シ
ナ
海

を
北
上
し
、
対
馬
海
峡
付
近
で
進
路
を
北
東

に
変
え
た
後
、
7
月
4
日
に
日
本
海
で
温
帯

低
気
圧
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
豪
雨
に
よ
り
、
西
日
本
を
中
心
に
河
川

の
氾
濫
や
浸
水
害
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
死

者
数
は
２
０
０
名
を
超
え
る
甚
大
な
災
害
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
で
上
水
道
や
通
信

と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
被
害
が
及
ん
だ
ほ

か
、
交
通
障
害
が
広
域
的
に
発
生
し
ま
し
た
。

か
所
で
全
面
通
行
止
め
に
な
り
ま
し
た
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
も
、
１
万
世
帯

近
く
の
停
電
や
停
電
に
伴
う
断
水
の
ほ
か
、

固
定
電
話
の
不
通
、
携
帯
電
話
・
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
は
田
辺
地
域
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
地

域
で
不
通
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
11
地
区
２
４
５
世

帯
が
孤
立
し
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が
出

ま
し
た
。
家
屋
（
住
家
）
等
の
被
害
は
、
土
砂

崩
れ
や
土
石
流
に
よ
る
損
壊
及
び
河
川
の
氾

濫
等
に
よ
る
浸
水
が
主
な
も
の
で
、
１
０
０
０

棟
を
超
え
る
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

■避難情報
段階 とるべき行動

危険度高

避難準備・
高齢者等避難開始

いつでも避難ができるよう準備をしましょう。身の危険を感じる方は、避難を開始
しましょう。避難に時間を要する方（高齢者・障害者・乳幼児をお連れの方等）は
避難を開始しましょう。

避難勧告 避難場所へ避難するか、速やかに安全な場所に避難しましょう。

避難指示（緊急） まだ避難していない場合は、直ちにその場から避難しましょう。外出することでか
えって命に危険が及ぶような状況では、自宅内のより安全な場所に避難しましょう。

※必ずしもこの順番で発令されるとは限りません。また、これらの情報が発令されていなくても、身の危険を感じる場合
は避難を開始してください。

■「避難準備・高齢者等避難開始」に開設する指定緊
急避難場所
地域 名称

田辺

上芳養農村環境改善センター・中芳養小学校・芳養
公民館・西部センター・田辺第一小学校（中部公民館）・
ひがしコミュニティセンター・東陽中学校（東部公
民館）・新庄公民館・秋津川公民館・上秋津農村環境
改善センター・秋津多目的研修センター・稲成小学
校・旧伏菟野小学校・東原多目的集会所・万呂コミュ
ニティセンター・三栖コミュニティセンター

龍神 龍神小学校・龍神行政局・龍神市民センター・咲楽
小学校

中辺路 中辺路コミュニティセンター・旧二川小学校・近野
小学校

大塔 大塔総合文化会館・三川生活改善センター・富里生
活改善センター

本宮
三里地区地域防災拠点施設・本宮中学校・下湯川集
会所・旧皆地小学校・旧静川小学校・小津荷集会所・
請川地区地域防災拠点施設

日
頃
か
ら
で
き
る
備
え

◇
自
分
の
住
ま
い
の
周
辺
に
、
急
傾
斜
や
ひ

び
割
れ
し
て
い
る
斜
面
な
ど
、
危
険
な
箇
所

が
な
い
か
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◇
避
難
場
所
や
家
族
と
の
連
絡
先
を
確
認
し

て
お
く
と
と
も
に
、
懐
中
電
灯
・
ラ
ジ
オ
・

非
常
食
な
ど
、
非
常
用
持
ち
出
し
品
を
備
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

危
険
が
迫
っ
た
時

◇
情
報
収
集
が
大
事
！　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・

防
災
行
政
無
線
な
ど
で
、
最
新
の
情
報
を
入

手
す
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

◇
早
め
の
避
難
行
動
を
！　

土
砂
災
害
の
前

兆
や
気
象
情
報
な
ど
の
状
況
に
よ
り
、
速
や

か
に
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◇
避
難
の
仕
方　

崖
崩
れ
の
土
砂
は
広
範
囲

に
及
ぶ
た
め
、
崖
か
ら
で
き
る
だ
け
遠
く
へ

離
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
土
石

流
は
流
れ
る
方
向
の
真
横
に
逃
げ
て
く
だ
さ

い
。
洪
水
時
は
水
位
に
注
意
し
、
水
の
流
れ

が
速
い
場
合
は
20
㎝
程
度
で
も
危
険
と
な
る

の
で
、
無
理
を
せ
ず
に
高
い
所
で
救
助
を
待

つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
夜
間
の
避
難
は
大
変
危
険
で
す
。

避
難
が
困
難
な
場
合
は
、
無
理
に
外
に
出

ず
、
堅
固
な
建
物
の
2
階
以
上
な
ど
で
、
で

き
る
だ
け
斜
面
か
ら
離
れ
た
部
屋
へ
避
難
し

ま
し
ょ
う
。

みんなで備え、災害に強いまちへ

　市では、気象警報等の発表区分の細分化や情
報伝達手段の多重化などの取組を進めるととも
に、大雨が予想される場合などには、早めの避
難情報の発令に取り組んでいます。
　こうした行政の取組（公助）だけでなく、普
段から一人ひとりが、自分の住んでいる地域の
危険を認識し、避難や備蓄などについてできる
限りの備えをしておくこと（自助）、また、地
域や近隣の方々とのつながりを持
ち、互いに協力しながら、地域
としての備えをしておくこと
（共助）が大切となります。
　日頃からみんなで防災・減
災に努め、「災害に強いまち
づくり」につなげましょう。

防災まちづくり課
地域防災係
谷口 直昭

災害から
身を守るために
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【防災行政情報システム】
　「気象警報」「津波警報・注意報」「火
災放送」「行方不明」「断水」「停電」「通
行止め」「交通安全や火災予防運動」な
どの市の各種情報を配信します。

■防災行政無線
　市内には約 490 箇所に屋外拡声子局が
設置されており、気象警報や行政情報を
放送しています。

■防災・行政メール
　防災行政無線で放送している各種情報
について、事前に登録いただいた携帯電
話及びパソコンに『防災・行政メール』
を配信するサービスを実施しています。
詳しくはホームページをご覧ください。
　http://www.city.tanabe.lg.jp/bousai/bg-
mail.html

■防災・行政テレフォンガイド
　電話回線を利用した電話案内サービス
です。防災行政無線の放送内容を聞き逃
した場合は、フリーダイヤルで確認くだ
さい。通話料は無料です。
　 0120（963）910

防災意識を 　　　　

　

市
に
は
、
大
小
合
わ
せ
て
２
０
０
か
所
余

り
の
た
め
池
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
一
定
規
模

以
上
の
も
の
を
60
か
所
選
定
し
、
6
つ
（
上

芳
養
・
中
芳
養
・
芳
養
地
区
、
稲
成
・
秋
津
・

上
秋
津
・
万
呂
・
東
部
地
区
、
三
栖
・
新
庄

地
区
、龍
神
地
区
、中
辺
路
地
区
、大
塔
地
区
）

の
エ
リ
ア
に
区
切
っ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
農
業
振

興
課
及
び
該
当
す
る
行
政
局
産
業
建
設
課
・

公
民
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

☆
農
業
振
興
課 
農
業
土
木
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
８

☆http://w
w

w
.city.tanabe.lg.jp/

nougyou/index.htm
l

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き
、
土
砂
災
害

の
恐
れ
の
あ
る
区
域
に
つ
い
て
調
査
を
し
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
平
成
24
年
か
ら
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
お
り
、

２
０
２
０
年
に
完
成
予
定
で
す
。
完
成
し
た

地
域
ご
と
に
配
布
及
び
説
明
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

☆
土
木
課 

土
木
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
４

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
浸

水
状
況
（
浸
水
範
囲
、
深
さ
等
）
を
表
示
し

た
も
の
で
す
。

　

洪
水
に
よ
る
河
川
氾
濫
時
に
お
け
る
被
害

を
最
小
限
度
に
食
い
止
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
予
想
さ
れ
る
浸
水
の
程
度
や
避
難
施
設

等
の
各
種
情
報
を
表
示
し
て
、
緊
急
時
の
避

難
に
役
立
て
ま
す
。

　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
今
年
度
中
に
新
た
な
想
定
で
更
新
さ
れ
ま
す
。

☆
管
理
課 

管
理
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
６

☆http://w
w

w
.city.tanabe.lg.jp/

kanri/index.htm
l

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

高める

防災行政メール
ＱＲコード

　

い
ざ
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、
皆
さ
ん
は

す
ぐ
に
行
動
を
起
こ
せ
ま
す
か
？ 

心
で
は

「
で
き
る
」
と
思
っ
て
い
て
も
、
普
段
か
ら

の
備
え
が
な
い
と
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
各
地
域
で
組
織
さ
れ
て
い
る
「
自
主
防

災
会
」
で
は
、
様
々
な
活
動
を
行
い
、
普
段

か
ら
災
害
に
対
し
て
備
え
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
秋
津
町
自
主
防
災
会
の
中
田
会
長
に
お

話
を
伺
い
、
普
段
の
活
動
や
取
組
に
つ
い
て

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
こ
の

機
会
に
、
地
域
で
の
活
動
や
自
分
が
で
き
る

こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

平
成
18
年
頃
、「
防
災
班
（
防
災
連
絡
網
）」

を
構
成
し
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
向
こ
う

3
軒
両
隣
の
隣
近
所
で
助
け
合
う
」
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災

時
に
隣
近
所
で
助
け
合
っ
て
の
救
助
が
大
半

を
占
め
て
い
た
こ
と
を
教
訓
に
、
地
域
間
で

の
お
互
い
の
つ
な
が
り
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
し
た
。
ま
た
、秋
津
町
内
会
（
5
地
区
）

は
77
班
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
防
災
班

は
更
に
多
い
１
４
０
班
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

細
か
く
分
け
る
こ
と
に
よ
り
、
綿
密
に
対
応

で
き
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

平
成
23
年
か
ら
避
難
訓
練
を
始
め
、
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
避
難
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
避
難
行
動
要
支
援
者
（
自
力

で
の
避
難
が
難
し
く
、
支
援
を
要
す
る
方
）

へ
の
安
否
確
認
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

防
災
班
ご
と
に
連
絡
網
を
使
い
、
電
話
で
確

認
し
て
い
ま
す
が
、
時
間
が
掛
か
る
こ
と
も

あ
り
、
で
き
る
だ
け
各
家
庭
へ
出
向
い
て
確

認
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
短
時

間
で
確
認
が
済
み
、
班
ご
と
の
連
携
も
強
く

な
り
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
ま
す
か
？

普
段
の
活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

秋
津
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
全
戸
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
で
作
成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
情
報
に

加
え
、
平
成
21
年
の
七
夕
水
害
や
平
成
23
年

台
風
第
12
号
災
害
時
に
浸
水
し
た
と
こ
ろ
や

土
砂
崩
れ
が
あ
っ
た
箇
所
な
ど
、
地
域
住
民

で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
情
報
を
書
き
加
え

て
い
ま
す
。

こ
れ
が
き
っ

か
け
で
地
域

の
方
に
災
害

の
危
険
に
つ

い
て
認
識
し

て
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
ま

す
。

他
に
何
か
実
施
し
て
い
ま
す
か
？

地域での取組
から考える

早
め
の
避
難
を
心
掛
け
て

　

災
害
は
、い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
各
々
で
非
常
食
な
ど
の
非
常
持
ち
出

し
品
を
備
え
、ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法（
備

蓄
し
て
い
る
非
常
食
を
日
常
的
に
食
べ
、
食

べ
た
ら
買
い
足
す
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
す

備
蓄
法
）
に
取
り
組
ん
で
み
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
実
際
に
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場

合
や
危
な
い
と
思
っ
た
場
合
に
は
早
め
の
避

難
を
心
掛
け
、
で
き
れ
ば
隣
近
所
で
声
を
掛

け
合
っ
て
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。「
警
報

が
出
た
の
に
、何
も
被
害
が
な
か
っ
た
」「
避

難
し
て
損
を
し
た
」
と
思
う
の
で
は
な
く
、

「
何
も
起
こ
ら
な
く
て
良
か
っ
た
」
と
思
う

よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
や
防

災
行
政
無
線
・
防
災
行
政
メ
ー
ル
な
ど
、
情

報
収
集
の
方
法
は
様
々
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
普
段
か
ら
災
害
へ

の
備
え
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

秋津町自主防災会
会長　中田 康彦 さん

▲

　
秋
津
町
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ（
平
成
30
年
度
版
）


